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１ 経営理念

【基本理念】
「人と自然が共生する、光り輝く未来の創造」

１．地域の資源を生かし、希望と活力に満ちた
農業を実現します

１．地域の文化を守り、心豊かに安心して
暮らせる地域社会を創造します

１．水と緑と人を育み、
豊かな大地と食を
次世代に引き継ぎます

【基本目標】
「信頼、満足、熱意、みんな一番」

『し』…組合員・利用者からの信頼、
一番をめざします

『ま』…組合員・利用者の満足、
一番をめざします

『ね』…仕事への熱意、
一番をめざします
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２ 平成27年度上半期決算の概要

◆農農業業関関連連事事業業
【購買事業】

上半期の生産購買品供給高は、肥料・農薬の県下共通品目の価格統一等に努めた結果、6,395
百万円となりました。
【販売事業】
上半期の販売品取扱高は、子牛等の販売価格が堅調に推移したことや島根米の収穫前契約の積上

げ等に努めた結果、2,064百万円となりました。

◆生生活活関関連連事事業業
上半期の生活購買品供給高は、総合ポイント制度を活用した販売促進企画の実施等努めた結果、

10,708百万円となりました。

◆信信用用事事業業
９月末残高は、JAしまね誕生記念キャンペーンによる個人貯金伸長及び信連一部事業譲受けによ

る公金貯金流入の結果、貯金が1,027,083百万円となりました。また、貸出金の残高は291,702
百万円となりました。

◆共共済済事事業業
９月末保有高は、世帯内未加入者対応を軸としたニューパートナー獲得等に努めた結果、長期共済

保有高が3,828,754百万円、年金共済保有高が20,361百万円となりました。

◆損損益益のの状状況況
27年度上半期の損益の状況は、事業総利益が15,273百万円、経常利益が2,103百万円となり、

当期剰余金が1,535百万円となりました。

（単位：百万円）
事業別 項目 平成26年度３月期 平成27年度上半期

営農生活
生産購買品供給高 1,605 6,395
販売品取扱高 2,265 2,064
生活購買品供給高 2,053 10,708

信 用
貯金 912,891 1,027,083
貸出金 294,076 291,702
有価証券 3,030 1,382

共 済
長期共済保有高 3,928,596 3,828,754
年金共済保有高 20,118 20,361

損 益
事業総利益 2,270 15,273
経常利益 116 2,103
当期剰余金 206 1,535
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３ 社会的責任と地域貢献活動
農業は、生産活動を通じて豊かな食生活の基礎を築くだけではなく、洪水や土壌浸食の防止、水資源

のかん養など多面的な機能を通じて、みどり豊かな国土や環境の維持形成とその保全にも貢献していま

す。

当ＪＡは、島根県を事業区域として、農業者を中心に地域住民の方々が組合員となり、相互扶助を共

通の理念に運営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する農業協同組合です。

当ＪＡは農家組合員の皆さまの経済的･社会的地位の向上を目指し、１県１ＪＡとしての「協同の力」

（人材・設備・資金）の結集と盤石な財務基盤を活かして、地域社会の一員として地域経済の継続的発

展につとめております。

❶❶地地域域貢貢献献のの全全般般にに関関すするる事事項項
〈地域密着型金融への取組み〉

①休日ローン相談会の開催

ＪＡしまねでは、利用者の皆さまによりお気軽にご相談いただけるよう「休日住宅ローン相談

会」を定期的に開催しています。

平成27年度（上期）は、５月17日（日）および８月23日（日）を開催日として、新築やお

借換のご相談にお応えしました。

日曜日の開催で、平日お勤めの方もご家族連れでご来場いただき、延べ266件のご相談をい

ただきました。

皆さまのご期待にお応えするため、平成27年度下期は、幅広いローンを対象とした「休日

ローン相談会」を定期的に開催します。

②年金相談会の開催

組合員・地域の皆さまの年金に関するご相談に応えるため、無料年金相談会を開催しており、

平成27年度上半期（４月～９月）は、延べ100回の相談会（相談件数616件）を開催いたし

ました。この相談会は、平日お勤めの方にご相談いただける

よう夜間、休日にも開催しています。

今後も幅広い相談にお応えできるよう、年金受け取りや各

種手続、「ねんきん定期便」の見方など内容の充実を図り、

相談会を継続開催してまいります。

③農業所得増大・地域活性化応援プログラム

「アグリシードリース（農機具等リース応援事業）」

の取り組みについて

ＪＡバンク自己改革の取組み支援として、全国連が「農業

所得増大・地域活性化応援プログラム」を策定し、担い手の
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規模拡大等効率化応援を目的として「農機具等リース応援事業（以下、「アグリシードリース」

という。）」を全国統一で実施することになり、規模拡大等によりコスト低減を図る生産者に対し

て、農機具等導入に対するリース料の一部助成を行いました。

事業内容結果は、助成件総額125億円に対し、全国から想定を超える大幅な申請件数8,818

件、申請額203億円があり、当ＪＡは、申請件数35件（取引先数）、申請額84,276千円に対

し全額84,276千円の助成を行いました。

④「ＪＡバンク食農教育応援事業」の実施

子どもを対象とした食農教育を中心とする教育実践活動を通じ、子どもの農業に対する理解の

深耕をはかり、農業のファン層を拡大すること、および地域の発展に貢献することを目的として

実施しました。

具体的な事業内容としては、①管内小学校に対し食農・環境保全・金融経済教育にかかる教材

本を無償贈呈しました、②子どもを中心ターゲットに置き食農・環境保全・金融経済に関する教

育活動（一部、農林中金からの費用助成）を実践しました。

❷❷地地域域かかららのの資資金金調調達達のの状状況況 （単位：千円）

種 類 27年３月末 27年９月末

預
り
先

組合員 776,813,485 883,339,577

うち同一世帯に属する者 195,641,500 188,428,054

うち非営利法人 73,702,988 174,419,726

うち地方公共団体 51,169,232 137,584,538

組合員以外 136,078,040 143,743,424

合 計 912,891,525 1,027,083,002
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❸❸地地域域へへのの資資金金供供給給のの状状況況 （単位：千円）

種 類 27年３月末 27年９月末

貸
出
金
貸
出
先

組合員 190,415,702 188,784,300

うち同一世帯に属する者の貯金担保貸付 344,026 309,648

うち非営利法人（地方公共団体を除く）
の貯金担保貸付 97,802 75,899

組合員以外 103,660,366 102,917,803

地方公共団体 73,293,855 73,559,154

地方公社等 6,844,786 1,176,870

金融機関 9,000,000 10,000,000

その他 14,521,724 18,181,778

合 計 294,076,069 291,702,104

❹❹文文化化的的・・社社会会的的貢貢献献にに関関すするる事事項項
〈地域社会に貢献する活動〉

①交通安全運動

交通安全意識の高揚と事故防止に役立てて頂くため、夜光反射テープと反射タスキおよびカー

ブミラーを贈呈しました。また、スタントマンによる交通事故の実演を通して安全を考える、自

転車の交通安全教室を開催しました。

②伝統行事への参加

花田植えや地域の祭り等の伝統行事に積極的

に参加・参画し地域の交流を促進しました。

③地域イベントへの参加

さくらまつり、健康ウォーク等地域イベント

に積極的参画し、地域を盛り上げました。

④環境保全運動

環境保全を目的に、ＪＡ女性部では「ＪＡ女

性エコライフ宣言」として消費電力削減、マイ

はし、マイバック持参運動、みどりのカーテン

等に取り組んでいます。また海岸等の清掃活動

を実施しました。

その他、ＳＬ山口号や妖怪ウオッチ等田んぼ

アートに取り組み、地域の願いや環境保全をＰ

Ｒしました。
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〈くらしの活動関係〉

①食農教育

親子クッキングスクール、あぐりキッズスクール、生活お役立ち教室等の活動を通じて「食農

教育」を行なっています。年間を通じたカリキュラムを立てて体験を通して食や農の大切さを伝

えています。

②ＪＡ女子大学

いつまでも輝く女性であるための自分磨きや、学びの場を通じての仲間づくりを目的として、

40歳前後の女性の方を対象にＪＡ女子大学を開講しています。

講座は、毎月１回を目安に１年コースまたは２年コースでカリキュラム組んでおり、文化教養

や農業体験、ウォーキング、料理等幅広い内容となっています。

③健康増進

健康相談を開催し、組合員の健康管理に努めました。また、介護予防教室、助けあい組織によ

るミニデイサービス等を開催し、健康寿命の増進に取り組んでいます。
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４ 単体自己資本比率
27年３月末 27年９月末（推計値）

１３.８２％ １２.８８％程度

※９月末の単体自己資本比率（推計値）は、３月末の自己資本額・オペレーショナル・リスク相当額、および９月末の
信用リスク・アセット額（推計値）に基づき算出しています。なお、９月末の信用リスク・アセット額（推計値）の
算出にあたって、一部の項目については３月末の額（データ）を使用しています。

５ 不良債権の状況
（単位：千円）

債権区分 27年３月末 27年９月末 増減
破産更生債権及び
これらに準ずる債権 1,286,471 1,208,929 △ 77,542

危 険 債 権 3,186,721 3,118,384 △ 68,337
要 管 理 債 権 619,971 612,404 △ 7,567
小 計 5,093,164 4,939,716 △ 153,448
正 常 債 権 289,408,586 287,208,380 △ 2,200,205

合 計 294,501,750 292,148,096 △ 2,353,653

※9月末の計数は、次の方法により算出しています。
１．各債権区分額は、３月末時点の債権額を基準として、９月末時点の残高に修正している。
２．信連からの一部事業譲受けにより取得した債権については、９月末時点の債務者の状況に基づく債権区分で計算
している。

６ 有価証券等時価情報
【有価証券】 （単位：千円）

種 類
27年３月末 27年９月末

帳簿価額 時価 評価損益 帳簿価額 時価 評価損益
売 買 目 的 － － － － － －
満期保有目的 100,000 103,280 3,280 100,000 102,390 2,390
そ の 他 2,801,541 2,930,265 128,723 1,191,901 1,282,842 90,940
合 計 2,901,541 3,033,545 132,003 1,291,901 1,385,232 93,330

※１．９月末の有価証券の時価は９月末日における市場価格等に基づく時価としています。
※２．帳簿価額は、売買目的有価証券については取得価額を、満期保有目的有価証券またはその他目的有価証券につい

ては償却原価適用後、減損適用後の帳簿価額を記載しています。
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【金銭の信託】
該当する取引はありません。

７ 財務諸表
①貸借対照表（要約） （単位：千円）

科 目 平成27年度上半期
（平成27年９月30日現在） 科 目 平成27年度上半期

（平成27年９月30日現在）
（資産の部） （負債の部）
１ 信用事業資産 1,014,581,035 １ 信用事業負債 1,035,080,732
２ 共済事業資産 465,362 ２ 共済事業負債 7,762,175
３ 経済事業資産 13,216,573 ３ 経済事業負債 5,657,520
４ 雑資産 6,091,589 ４ 設備借入金 3,033,713
５ 固定資産 35,152,402 ５ 雑負債 2,601,653
６ 外部出資 38,359,296 ６ 諸引当金 7,332,525
７ 繰延税金資産 2,093,366 負債の部合計 1,061,468,319
８ 繰延資産 20,525 （純資産の部）

１ 組合員資本 48,446,045
２ 評価・換算差額等 65,786

純資産の部合計 48,511,832
資産の部合計 1,109,980,151 負債および純資産の部合計 1,109,980,151

②損益計算書（要約） （単位：千円）

科目
平成27年度上半期
（自 平成27年４月１日）
（至 平成27年９月30日）

科目
平成27年度上半期
（自 平成27年４月１日）
（至 平成27年９月30日）

１ 事業総利益 15,273,304 ２ 事業管理費 13,946,541
⑴ 信用事業収益 7,337,257 事業利益 1,326,763
⑵ 信用事業費用 1,107,043 ３ 事業外収益 901,191
信用事業総利益 6,230,214 ４ 事業外費用 124,920
⑶ 共済事業収益 4,196,880 経常利益 2,103,033
⑷ 共済事業費用 330,348 ５ 特別利益 1,062,247
共済事業総利益 3,866,532 ６ 特別損失 1,073,258
⑸ 購買事業収益 18,028,565 税引前当期利益 2,092,022
⑹ 購買事業費用 15,105,634 ７ 法人税、住民税及び事業税 556,867
購買事業総利益 2,922,931 ８ 法人税等調整額 △21
⑺ 販売事業収益 2,765,854 法人税等合計 556,845
⑻ 販売事業費用 2,197,278 当期剰余金 1,535,176
販売事業総利益 568,576 当期首繰越剰余金 228,253
農業倉庫事業総利益 20,678 当期未処分剰余金 1,763,430
加工事業総利益 129,628
利用事業総利益 1,216,595
宅地等供給事業総利益 10,128
その他事業総利益 461,377
指導事業収支差額 △153,358
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